
表11各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   無毒性量  最小毒性量  備考1   

（mg戊g体重／日）   （mg／kg体重／日）  

マウス  18ケ月間発がん性  雄：985   雄：－   影響なし。  

試験   雌：1200   雌：－   （発がん性は認められない）   

ラット  90 日間亜急性毒性  雄：29．5   雄：295   雄：尿中タンパク量の増加  

試験   雌：33．3   雌：338   雌：腎比重量増加  

24ケ月間慢性毒性／  雄：17．1   雄：171   雌雄：腎比重量増加  

発がん性併合試験  雌：20．2   雌：208   （発がん性は認められない）  

2世代繁殖試験   親動物  親動物  

P雄：958  P雄：－  

P雌：134  P雌：1340   親動物  

Fl雄：936   Fl雄：－   雌：平均体重減少  

Fl雌：138   Fl雌：1400   児動物  

児動物   児動物   雌雄：平均体重減少  

Fl雄：94．2   Fl雄：958   （繁殖能に対する影響は認  

Fl雌：134  Fl雌：1340  められない）  

F2雄：89．2  F2雄：936  

F2雌：138  F2雌：1400  

発生毒性試験   母動物及び胎児：  影響なし。  
母動物及び胎児：－  

1000  （催奇形性は認められない）   

ウサギ  発生毒性試験   母動物及び胎児：  影響なし。  
母動物及び胎児：－  

1000  （催奇形性は認められない）   

イヌ  90 日間亜急性毒性  雄：1000   雄：－   

試験   
影響なし。  

雌：1000   雌：－  

1年間慢性毒性試  雄：1000   雄：－  

験   雌：1000   雌：－   

注）一：最小毒性量が設定できなかった。  

食品安全委員会は、以上の評価から以下のとおり一日摂取許容量（ADI）を設定した。  

0．17mg此g体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

24ケ月  

混餌投与  

17．1mg／kg体重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

1：備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

CCBA   4・（4・Chloro－2－CyanOimidazole－5・yl）benzoicacid   

CCIM   4・Chloro・5TP・tOlylimidazole・2・Carbonitri1e   

CCIM－AM  4・Chloro・5－P－tOlylimidazole－2・Carboxamide   

CCTS   6－（4－Chloro・2－CyanOimidazol・5・yl）－NNdimethyl－R2－tOluenesulfonamide   

CDTS   2・Cyan0－NNdimethyl・5TP・tOlylimidazole－4－Sulfonamide   

5・CGTC   5・Chloro－1・β・D・glucopyranosyl－4－P－tOlylimidazole，2，Carbonitri1e   

CHCN   4，Chloro・5－（4－hydroxymethylphenyl）imidazole・2－Carbonitrile   

CH3SO・CCIM  4－Chloro－5・［β－（methylsulfinyl）TP－tOlyl］imidazole－2－Carbonitri1e   

CH3SO2・CCIM  4・Chloro・5・［β－（methylsulfonyl）TP・tOlyl】imidazole・2・Carbonitri1e   

CTCA   4－Chloro－5rp・tOlylimidazole－2・Carboxylicacid   

HTID   5・hydroxy・5・P・tOlyl－2，4・imidazolidinedion   

ー23－   

26   



＜別紙2：各種略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分量   

Cmax   血中薬物最高濃度   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

TAR   総処理放射能   

Tmax   血中薬物最高濃度到達時間   

Tlノ2   半減期   

TRR   総残留放射能   
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＜別紙3：作物残留試験成績（国内）＞  

作物名  試験  
残留値（mg肱∂  

圃場  使用量   
回数  

（回）   

シアゾファミド  CCIM  

実施年  数  
最高値   平均値   最高値   平均値   

小麦  
117   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

（露地）（玄麦）  4   
100   187   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01  

2001－2002年  gai仏a  3                               239   く0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  
244   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

あずき   7   0．02   0．02   ＜0．01   ＜0．01   

2  15～20gai仏a  4            （露地）（乾燥子実）  14   0．02   0．01   ＜0．01   ＜0．01   
2003年  21   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

ばれいしょ   
94・200  

7   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
（露地）（塊茎）  4  

ga此a   
4  14   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

1998、2004年  21   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   ＜0．01   

だいこん   3   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
（露地）（根部）  2   94gai几a   3  7   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
2004年  14   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

だいこん   3   5．32   4．30   0．05   0．05★   
（露地）（葉部）  2   94ga地a   3  7   2．80   2．58   0．01   0．03★   
2004年  14   2．52   1．75   0．02   0．03★   

かぶ   3   0．09   0．05   ＜0．01   ＜0．01   
（露地）（根部）  2   94ga地a   3  7   0．06   0．04   ＜0．01   ＜0．01   
2004年  14   0．03   0．02★   ＜0．01   ＜0．01   

かぶ   3   14．9   5．17   0．10   0．08   
（露地）（菓部）  2   94ga此a   3  7   11．5   5．27   0．07   0．06★   
2004年  14   5．78   3．65   0．02   0．04★   

14   0．25   0．12★   ＜0．01   ＜0．01  

はくさい  2  0．4gai／セル ＋150gai乃1a  5                21   0．09   0．05★   ＜0．01   ＜0．01  

（露地）（茎葉）  
28   0．08   0．04★   ＜0．01   ＜0．01  

14   
2000・2003年                                                2  0．4gai／セル  5  0．33   0．15   ＜0．01   ＜0．01  

0．21   0．08   ＜0．01   ＜0．01  
＋150gai几a  28   0．07   0．03   ＜0．01   ＜0．01   

きやべつ  
（施設）（茎葉）  2   0．4ga〟株   1  75   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

2001年  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   

こまつな 
50～75  1   12．3   7．73   0．14   0．07   

（施設）（茎葉）  2  
ga仙a   

3  3   9．26   6．04   0．15   0．06★   
2002年  7   7．64   4．33   0．18   0．06★   

みずな   1   6．97   4．72   0．12   0．08   
（露地）（茎葉）  2   100   3  3   5．16   3．34   0．09   0．05   
2003年  ga此a  7   2．84   2．10   0．07   0．04   

ちんげんさい   
100  1   1．11   0．96   0．05   0．02★   

（施設）（茎葉）  2  
gai几a   

3  3   1．03   0．84   0．04   0．02★   
2003年  7   0．66   0．52   0．03   0．01★   

ブロッコリー   3   0．41   0．27   0．03   0．02★   
7   0．25   0．14   0．01   0．01★   

（露地）（花曹）               2002年  

2   0．4gaiノセル 100ga∽1a   4  

14   0．16   0．08   ＜0．01   ＜0．01   

畑わさび  
150  3  5．61  4．26  

（施設）（茎葉）  2  
ga此a   

2  7  6．37  4．30  
2003年  14  5．16  3．96  

畑わさび  
150  3  0．70  0．60  

（施設）（根茎）  2  
gai几a   

2  7  0．72  0．53  
2003年  14  0．68  0．45  

たまねぎ   
100  7   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

（露地）（鱗茎）  2  
ga仙a   

4  14   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
2000年  21   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   
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作物名  試験  
残留値（mg此∂  

圃場  使用量   
回数  

（回）   

シアゾファミド  CCIM  

実施年  数  
最高値   平均値   最高値   平均値   

かぼす   
320  3   1   0．35   0．35   ＜0．02   ＜0．02   

（露地）（果実）  1  
g出血a  

3   7   0．25   0．25   ＜0．02   ＜0．02   
2004年  3   14   0．18   0．18   ＜0．02   ＜0．02   

いちご   4  30   0．31   0．12★   ＜0．01   ＜0．01   
0．25   0．09★   ＜0．01   く0．01   

（施設）（果実）  2  1宣認諾遠ト                  4  37  0．1   0．05★   ＜0．01   ＜0．01   

大粒ぶどう   
300  14   1．27   0．82   0．01   0．01★   

（施設）（果実）  2  
g出血a   

3                 21   1．13   0．78   0．01   0．01☆   
1998年  28   1．19   0．65   0．01   0．01★   

′j、粒ぶどう   
300  14   6．28   3．46   0．07   0．04   

（施設）（果実）  2  
gai瓜a   

3                 21   6．49   3．66   0．08   0．03   
1998年  28   5．97   3．03   0．07   0．03   

いちじく  1  0．40  0．29  
（露地）（果実）  2   94gai几a   3  3  0．28  0．19  
2004年  7  0．17  0．12  

注）・一部に検出限界以下（＜0．01）を含むデータの平均値は0．01として計算し、☆印を付した。   
剤型は全て水和剤を用いた。  
全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  
代謝物CCIMの分析値はシアゾファミドに換算して記載した。換算係数は  
シアゾファミド／代謝物（CCIM）＝1．49。  
試験圃場数の括弧内の値は、シアゾファミドと値が違う場合のCCIMの試験圃場数について  
の値。  
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＜別紙4：作物残留試験成績（海外）＞  

作物名  試験  
残留値（mg戊g）  

圃場  使用量   
回数  

（回）   

シアゾファミド  CCIM  

実施年  数  
最高値   平均値   最高値   平均値   

きゆうり   0   0．02   0．02   ＜0．01   ＜0．01   

く0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

（露地）（果実）  
6  27．6ga此a   6  

1  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

米国  7   0．04   0．01★   ＜0．01   ＜0．01   

ぺぽかぼちや  
1   0．02   0．02   

（露地）（果実）  
5  27．6gai几a   6  

＜0．01   ＜0．01  

1999年  
3   0．01   0．01   ＜0．01   ＜0．01  

米国  
7   0．01   0．01貴   ＜0．01   ＜0．01   

マスクメロン   0   0．03   0．03   ＜0．01   ＜0．01   

0．02   0．02   く0．01   ＜0．01   

（露地）（果実）  
6  27．6gai仏a   6  

1  0．01   0．01   ＜0．01   ＜0．01   

米国  7   0．02   0．01★   ＜0．01   ＜0．01   

一部に検出限界以下（＜0．01）を含むデータの平均値は0．01として計算し、★印を付した。  
剤型は全て水和剤を用いた。  
全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  
代謝物CCIMの分析値はシアゾファミドに換算して記載した。換算係数は  
シアゾファミド／代謝物（CCIM）＝1．49。  
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＜別紙5：食品中より摂取されるシアゾファミドの推定摂取量＞  

国民平均  小児（卜6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

残留値  （体重：15．8kg）  （体重：55．6kg）  （体重：54．2kg）  
作物名  

（mg此∂  ぼ   摂取量   ぽ   摂取量   だ   摂取量   ぼ  摂取量  

師団  （埴仇個  せ〟ゆ  （周火田  匂囚団  （J咽囚団  軌団  （哺仇個   

小豆類   0．02   1．4   0．03   0．5   0．01   0．1   0．00   2．7   0．05   

大根（葉）   4．30   2．2   9．46   3．4   14．62  0．9   3．87   0．5   2．15   

かぶ（菓）   5．17   0．5   2．585   1．1   5．687  0．3   1．551   0．1  0．517   

はくさい   0．12  29．4   3．53   10．3   1．24  21．9   2．63   29．9  3．59   

こまつな   6．04   4．3   25．97   2．0   12．08   1．6   9．66   4．3  25．97   

きょうな   3．34   0．3   1．00   0．1   0．33   0．1   0．33   0．3   1．00   

はなやさい  
0．27   4．5   1．22   2．8   0．76  46．7  12．61   4．1   1．11   

（ブロッコリー）  

その他の  
4．26   3．5   14．91   0．6   2．56   1．2   5．11   3．6  15．34   

アデラナ科野菜  

ねぎ   0．55  11．3   6．22   4．5   2．48   8．2   4．51   11．5  6．33   

菓たまねぎ  1．05   0．9   0．945   1．8   1．89   0．1   0．105   0．1  0．105   

トマト   0．34  24．3   8．26   16．3   5．54  25．   8．53   25．0  8．50   

ピーマン   0．26   4．4   1．14   2．0   0．52   1．9   0．49   3．7   0．96   

なす   0．09   4．0   0．36   0．9   0．08   3．3   0．30   5．7   0．51   

その他のなす  
0．30   0．2   0．06   0．1   0．03   0．1   

科野菜  
0．03   0．3   0．09   

きゆうり   0．15  16．3   2．45   8．2   1．23   10．1   1．52   16．6  2．49   

メロン   0．02   0．4   0．008   0．3   0．006  0．1   0．002   0．3  0．006   

まくわうり   0．02■  0．01   0   0．01   0   0．01   0   0．01   0   

その他のう  

り科野菜   
0．02   0．5   0．01   0．7   0．014  2．3   0．046   0．1  0．002   

ほうれん草  9．74  18．7  182．14  10．1  98．37  17．4  169．48  21．7  211．36   

しょうが   0．08   0．6   0．05   0．2   0．02   0．7   0．06   0．7   0．06   

その他の  

野菜   
1．80  14．7  26．46  10．3  18．54  12．2  21．96  13．9  25．02   

みかん   0．10  41．6   4．16   35．4   3．54  45．8   4．58   42．6  4．26   

なっみかん  0．46   0．1   0．05   0．1   0．05   0．1   0．05   0．1   0．05   

レモン   1．18   0．3   0．35   0．2   0．24   0．3   0．35   0．3   0．35   

その他の  
1．06   0．4   ・42   0．1   0．11   0．1   0．11   0．6   0．64   

かんきつ  

いちご   0．12   0．3   0．04   0．4   0．05   0．1   0．01   0．3   0．04   

ぶどう   3．46   5．8   20．07   4．4   15．22   1．6   5，54   3．8  13．15   
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その他の  
0．29   3．9   1．131   5．9   1丁711   1．4   0．406   1．7  0．493   

果実  

合計  313  187  254  324   

注）・残留値は、予想される使用方法から最大の残留を示す使用条件の各試験区の平均残留値を用いた  
（参照別紙3及び4）。   

・「軌：平成10年～12年の国民栄養調査（参照68～70）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）   
・「摂取量」：残留値及び農産物摂取量から求めたシアゾファミドの推定摂取量（〟g／人／日）   
・小粒ぶどうと大粒ぶどうの農産物摂取量はぶどうとしてまとめて算出されているため、残留値の  
高い小粒ぶどうの値を用いた。   

・その他のアブラナ科野菜の値には畑わさび（茎葉）の値を、その他のかんきつ類の値にはすだちの  
値を、その他の野菜の値にはみょうがの値を、その他のなす科野菜の値にはししとうの値を、まく  
わうりにはメロンの値を用いた。   

・ばれいしょ、たまねぎ、小麦、スイカ、きやべつは全データが検出限界以下であったため、摂取量  
の計算はしていない。   

・端数処理により合計は一致しない。  
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